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第１章 整備活用計画策定について

１ 整備活用計画策定の目的と経緯

平成１６年に文化財保護法が一部改正され、「文化的景観」が文化財の新しい種別に加え

られ、その保護の制度が制定された。このことにより、日本全国に残る、美しい森林や農山

村の景観、町並みの景観など、貴重な財産を抽出し、重要文化的景観への選定、その保全や

活用に向けた取り組みが進められている。

智頭町においても、平成２６年１１月に景観法に基づく景観行政団体となり、平成２８年

３月に智頭町景観計画を策定した。合わせて平成２７年度及び同２８年度には智頭町の林

業景観保存調査を実施して『智頭町の林業景観保存調査報告書』（平成２９年３月、智頭町）

を刊行すると共に「智頭町の林業景観保存計画」（以下、「保存計画」という）を策定した。

その後、文部科学大臣に「智頭の林業景観」として重要文化的景観の選定申出を行い、平成

３０年３月に選定に至った。

「智頭の林業景観」は、①参勤交代の宿場町として栄えた「智頭宿」と背後の山林、②参

勤交代の道や材木等の主要道として使われた「智頭往来」、③広大な財産区有林を有する智

頭町随一の林業集落である「芦津集落」、④智頭林業発展の礎となった「東山・沖の山の森

林」から成る。

保存計画においては、その「第５章 保存管理方策」の「３．整備活用方針」において、

以下の３つのことを掲げている。

（1）森林に関わる眺望点の整備及び立ち入り規則等

（2）往来・街道筋の建築物等の景観整備と規制

（3）国指定・登録文化財等の景観整備

本整備活用計画は、これに基づき今後の１０年間で優先的に実施することが求められる

事業等についてまとめると共に、その実施の考え方について整理すること等を目的とする

ものである。

「智頭の林業景観」は、町の主要産業である林業の歴史と深く結びついたものであり、当

地における山林と人との関わりやその移り変わりを多面的に映すものである。重要文化的

景観の整備活用の進展が、智頭町民としてのアイデンティティと誇りを育み、地域づくりへ

の意欲を高め、町内外に応援者・支援者を増やし、まちや人の創生に繋がることを目指すも

のである。
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２ 主な上位計画及び関連計画

整備活用計画は、長期的なまちづくりの方針や将来像、その実現の手段などを描いた「第

７次智頭町総合計画」（平成 29 年 3 月）を最上位の基本方針とし、その他関係計画と連携・

調整を図りながら履行するものである。

整合・実現

連携

【文化的景観】

保存計画（平成 29 年 3 月）

整備活用計画（令和 3年 3月）

第７次智頭町総合計画の表紙

第７次智頭町総合計画

４つの基本理念

第７次智頭町総合計画では、これまでの第６次智頭町総合計画での成果をもとに、本町の

もつ自然・環境・地域の資源を活かしながら、町民一人ひとりが智頭町ならではの暮らしを

さらに実感できるものにしていくことが望まれます。

そのためには町民と行政が共通の将来像を掲げ、一緒に本町のまちづくりを進めていく

必要があります。これからの町全体を見渡した町政運営と、その施策一つひとつに町民と行

政が「寄り添える」まちをつくるという考え方が必要です。

そこで、第７次智頭町総合計画においては、本町のテーマを実現するために、以下を基本

理念とします。

①森の恵みを活かしたまちづくり

②安全・安心に暮らせる健康長寿のまちづくり

③子どもから大人まで学びと成長のまちづくり

④地域や家族のつながりでつくるまちづくり

【関連計画】

智頭町景観計画（企画課）

智頭町総合戦略（企画課）

智頭町ＳＤＧｓ未来都市計画(企画課）

智頭の山と暮らしの未来ビジョン（山村再生課）

智頭町森林整備計画（山村再生課）

鳥取県文化財保存活用大綱（鳥取県）
図１－１ 主な上位計画及び関連計画
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【総合計画との関係】

総合計画では、「一人ひとりの人生に寄り添えるまちへ」というテーマの下、４つの基本

理念を定めている。その一つが「森の恵みを活かしたまちづくり」であり、森の恵みを活か

していくための産業育成、森林などの地域資源を活かした新たな仕事づくり、鳥取県東南部

の玄関口としての地理的優位性と豊かな自然環境を共に活かした観光振興や都市部との交

流等を図り、町民が森の恵みをしっかり享受できるようなまちづくりを進めることとして

いる。「智頭の林業景観」も森の恵みにより形成されてきたものであり、この基本理念の実

現に寄与するものである。

【第７次智頭町総合計画】

期 間：平成２９年度から令和８年度

将来像：「一人ひとりの人生に寄り添えるまちへ」

（図１－１参照）

【智頭町ＳＤＧｓ】

本町は令和元年７月１日に内閣府より、「ＳＤＧｓ未来都市」に選定され、智頭町ＳＤＧ

ｓ未来都市計画を策定している。その計画内には、「２０３０年のあるべき姿の実現に向け

た優先的なゴール、ターゲット」を掲げており、林業関係や森林を活かしたまちづくりも盛

り込まれている。
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【智頭の山と暮らしの未来ビジョン】

令和２年３月には、本町の大切な社会基盤である山林と人が調和し、地域の持続性を保っ

ていくかを示す「智頭の山と暮らしの未来ビジョン」を策定した。

当ビジョンは、智頭の林業景観を守っていくことに繋がるため、連携して推進し、相乗効

果を狙う。

【智頭町森林整備計画】

本町の森林整備において、実情に応じて地域住民等の理解と協力を得つつ、県や林業関係

者と一体となって、適切な事業を推進することを目的とする智頭町森林整備計画の策定を

予定している。計画期間は令和４年４月から令和１４年３月までの１０年間で、本計画と

「智頭の林業景観整備計画」との整合を図ることで森林整備が推進されることにより、重要

文化的景観の保護に繋げる。また、本計画を基に森林整備関係部局と文化財部局の連携を図

ることで、新たな取り組みや事業化に繋げていく。

図１－２ 「智頭の山と暮らしの未来ビジョン」の基本方針
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３ 整備活用計画策定の体制と経緯

（１）智頭の林業景観整備検討委員会の体制

本計画の策定にあたっては、智頭の林業景観整備検討委員会を設置して検討を行った。そ

の構成は以下の通りである。

委 員（有識者、住民代表）

委 員（智頭町）

オブザーバー

氏 名 所 属 備 考

中越 信和 広島大学 名誉教授・福山大学 客員教授（生態学） 委員長

澤田 廉路 （一社）鳥取県建築士会 専務理事兼事務局長（地域学） 副委員長

増井 正哉 京都大学人間・環境学研究科 教授（文化環境学）

山本 福壽 智頭の山人塾 塾長（造林学）

坂本 トヨ子 株式会社サカモト取締役会長（智頭町景観審議会委員）

綾木 章太郎 芦津財産区 議長（林業関係者）

氏 名 所 属 備 考

寺谷 誠一郎

金兒 英夫

智頭町長

智頭町長

令和 2年 6月まで

令和 2年 7月より

酒本 和昌 企画課 課長（景観）

福田 素子

西村 浩明

山村再生課 課長補佐（林業）

山村再生課 参事（林業）

令和 3年 3月 31 日まで

令和 3年 4月 1日より

地域整備課 課長補佐（整備）

氏 名 所 属 備 考

下間 久美子 文化庁文化財第二課 主任文化財調査官

中森 祥 鳥取県地域づくり推進部文化財局文化財課 課長補佐

池田 智美
鳥取県地域づくり推進部文化財局文化財課 文化財担当造

園技師
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事務局

（２）智頭の林業景観整備検討委員会の開催

智頭の林業景観整備検討委員会は以下のとおり開催した。

【令和元年度】

【令和２年度】

（３）整備活用計画策定に向けた調査・協議

整備活用計画策定においては、主として、以下のとおり調査及び協議を行った。集落調査

等については、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所に委託して実施した。

氏 名 所 属 備 考

長石 彰祐 教育委員会 教育長

國岡 厚志

竹内 学

教育委員会 教育課 課長

教育委員会 教育課 課長

令和 3年 3月 31 日まで

令和 3年 4月 1より

大藤 邦彦

山根 文宏

教育委員会 教育課 参事

教育委員会 教育課 主幹

令和 3年 6月 4日まで

令和 3年 6月 7日より

池原 雄太

大藤 翔太

教育委員会 教育課 主事

教育委員会 教育課 主事

令和 2年 3月 31 日まで

令和 2年 4月 1より

八幡 一寛 教育委員会 教育課 地域活力コーディネーター 令和 3年 3月 31 日まで

年 月 日 内 容

令和元年８月２９日 第１回智頭の林業景観整備検討委員会

令和元年１０月２７日 第２回智頭の林業景観整備検討委員会

令和２年２月２８日 第３回智頭の林業景観整備検討委員会

年 月 日 内 容

令和２年７月２０日 第１回智頭の林業景観整備検討委員会

令和２年１２月１８日 第２回智頭の林業景観整備検討委員会

年 月 日 内 容 場 所

令和元年６月２６日

～２７日
森林鉄道跡の調査 芦津（東山・沖ノ山）

令和元年６月２６日

～２８日
芦津地区の建造物調査 芦津
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令和元年９月１１日

～１３日
芦津集落調査 芦津

令和元年１０月１７日 智頭宿水路調査 智頭宿一帯

令和元年１１月２１日 鳥取県立博物館所蔵絵図等の調査 鳥取県立博物館

令和元年１１月２６日

～２７日
智頭宿・芦津の建造物調査 智頭宿・芦津

令和２年１月１０日 芦津神社の調査 芦津神社

令和２年２月４日 奈良文化財研究所との協議 奈良文化財研究所

令和２年２月２９日 芦津籠堂の調査 芦津

令和２年７月３１日 鳥取県立博物館所蔵絵図等の調査 鳥取県立博物館

令和２年９月８日 智頭の林業景観整備計画について協議 智頭町総合センター

令和２年１０月２日・

８日
芦津倉谷奥の山の調査 芦津（倉谷）

令和２年１０月８日 芦津集落内の石積みの調査 芦津

令和２年１０月９日 芦津・寺谷太志家の調査 芦津（寺谷太志家）

令和２年１０月１６日 米原家住宅塀の改修についての協議 鳥取アクティビル

令和２年１０月２６日 智頭町下町 寿村家の蔵の調査 智頭町下町 寿村家

令和２年１２月１７日 牛臥山慶長杉の現地確認 牛臥山

〃 武田昭雄・静江夫妻への聞き取り調査 芦津 武田昭雄家

〃 芦津調査報告会 芦津公民館

令和２年１２月１８日 芦津籠堂の現地確認 芦津

令和３年３月８日
芦津財産区新植地の調査・智頭宿・

芦津の修景基準等現地協議

芦津財産区新植地

山形第二公民館・智頭宿

令和３年７月２日 智頭の林業景観整備計画について協議 鳥取県庁文化財課

令和３年７月２９日 沖ノ山杉母樹の現地調査 芦津（東山）

令和３年１０月５日 鳥取県文化財課と建造物の現地調査 智頭宿

令和３年１０月２４日 芦津地区青年団との協議 どんぐりの館

令和３年１１月５日
智頭の林業景観整備計画策定に伴う現

地調査（建築関係）
芦津・智頭宿

令和４年２月３日 上町・中町・下町町内会長との協議

令和４年３月１６日 芦津集落役員及び芦津財産区との協議
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第２章 智頭の林業景観の特性

１ 重要文化的景観の選定告示について

重要文化的景観の選定告示の内容については、以下の通りである。

（赤線が選定範囲）

選定告示 平成３０年２月１３日

名 称 智頭の林業景観

選定基準 1（２）用 材 林・防災林などの森林の利用に関する景観地

所 在 地 鳥取県八頭郡智頭町大字智頭の一部

鳥取県八頭郡智頭町大字篠坂、毛谷、郷原、西野、大呂の一部

鳥取県八頭郡智頭町大字芦津の一部、一級河川千代川水系北股川の一部

図２－１ 重要文化的景観選定範囲
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２ 智頭の林業景観の概要

【智頭町について】

鳥取県南東部に位置する智頭町は、「智頭杉」で有名な林業の町である。中国山地の山間

に町域を広げ、冬は雪深い日が長く続く。那岐山（なぎさん、１，２５５ｍ）や沖ノ山（お

きのせん、１，３１８ｍ）、東山（とうせん、１，３８８ｍ）を含む南部から東部にかけて

の山々は、渓谷美や名瀑の宝庫として知られる氷ノ山後山那岐山国定公園の一部を成して

いる。

智頭町は千代川（せんだいがわ）の上流部を占める。南東部の山からの水が本流を形成し、

これに東部の水を集めた北股川、西部の水を集めた土師川（はじがわ）が合流して鳥取市へ

と北流し、河口に鳥取砂丘を広げて日本海に注ぎこむ。鳥取市は、因幡国の国府が置かれ、

近世には池田氏を藩主とする鳥取藩の城下町が開かれた、鳥取県の県庁所在地である。

山がちな智頭町では、川に沿って主要な道が発達した。千代川と土師川の合流地点は、播

磨と因幡を結ぶ往来と、備前と因幡を結ぶ往来の結節点でもあり、奈良時代の史料には「智

頭郡道俣駅」として表れる。江戸時代に入ると、この結節点は「智頭宿」として整備され、

鳥取藩主が参勤交代の宿泊所とした御茶屋（本陣）や奉行所が置かれた。

土師川流域は比較的傾斜が緩く、農村集落が点在している。備前に至る道筋にもあたり、

中世には多くの山城が築かれていた。一方、千代川や北股川流域には谷状の地形が発達し、

平地が少なく、芦津集落をはじめとする林業を生業とする集落が点在している。

【智頭の林業景観について】

本町は町域の９割以上を山林とし、その約８割が人工林である。植林の歴史は古く、江戸

時代に遡る。用材の不足を補うために藩が植林を進めるのは１８世紀末頃からで、１９世紀

に入ると苗木を無料で農民に配り、造林が奨励されるようになった。この背景には、鳥取藩

の江戸藩邸や鳥取城下などの度重なる火災、享保や天明、天保の大飢饉がある。

育苗と造林は、大庄屋であった石谷源左衛門が村庄屋に奨励すると共に、農民救済事業を

藩に進言したことが始まりとされている。最初は集落周辺の不用地への植林が中心であっ

たが、明治半ば以降、植林技術の向上と高まる木材需要などに支えられ、山の奥まで植林が

進められた。

明治中期頃に開発された「赤挿し苗」と呼ばれる育苗技術により、智頭の山林には当地の

天然杉を母樹とした高齢樹が豊富に残り、森林景観の特徴を成している。また、一部に樹齢

が３５０年を超すと伝えられる杉が数十本残り、慶長スギと呼ばれて江戸時代から続く林

業の歴史を象徴している。

重要文化的景観に選定されているのは、近世の智頭宿を引き継ぐ智頭宿と広大な財産区

有林を有する芦津集落、それぞれの背後の森林などから成る約１，８００ha の範囲で、そ

の中には木材の運搬を支えた千代川、旧道、森林鉄道の軌道跡等も残り、中国山地の雪深い

山間地で林業を発展させてきた人々の暮らしぶりを伝えている。
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３ 智頭の林業景観の特性

（１）中国山地における育林先進地としての智頭町

本町は中国山地に位置し、町域の約９３％は森林という中山間地である。広大な山林を背

景に、近世には山林で得られる木材や木地物、和紙、茸類、山菜、漆などを物産とし、狭小

な田畑で日々の食材を得てきた。江戸時代後期になると鳥取藩が植林を積極的に推し進め、

智頭町内でもスギ苗の植え付けが広くおこなわれるようになった。そして、明治中期になる

と地域の山林大地主であった石谷家や大呂家などが林業の発展に尽力し、育苗等の新しい

技術を積極的に導入したり生み出したりしたことで、本町では近代の早い段階から造林地

が拡大した。こうした地域の有力者の牽引もあって、全国屈指のスギ林業地となり、「智頭

林業」や「智頭杉」といった呼び名も生まれることになった。昭和５０年代以降は木材の需

要減少等から林業生産活動は停滞しているが、山菜や茸類の採取・加工といった日常的な林

産物の利用はおこなわれている。このように、平地が乏しい本町では農業生産力が低いもの

の、豊かな森林資源の採取と農業とを組み合わせた生活・生業が暮らしの基盤になっている。

（２）智頭宿――因幡・備前街道と千代川水運が交差する宿場町

智頭町内の主要な河川、つまり、千代川、土師川、新見川の合流点に位置する智頭宿一帯

は、古代から交通の要衝であり、智頭郡の政治経済の中心であった。江戸時代には智頭街道

の宿場であり、千代川流域や土師川流域、新見川流域から運ばれる物資の集積地としても郡

有数であった。智頭宿の石谷家や国米家などのが大庄屋を輩出して現在の智頭町域の村々

を束ねるようになるなど、智頭宿は一貫してその中核としてありつづけてきた。

因幡街道と備前街道の合流点にあって両街道の宿場として発達し、千代川舟運の筏流し

の基地にもなる等、２本の街道と河川が集まる智頭宿は、面的な広がりを持った宿場町とい

う特性を備えることとなった。

また、智頭宿は鳥取藩内にあり、藩の参勤交代の宿場であったことから、藩営の本陣が置

かれて御茶屋と呼ばれていた。御茶屋は街道から引き込んだ敷地に設けられたため、現在そ

の跡地を擁する街区は人家の裏に樹林地やホールがある独特の景観を形成している。

智頭宿北側の牛臥山山裾に鎮座する諏訪神社では、６年ごとに柱祭りが行われている。智

頭宿の山主が所有する町内の山林から４本のスギが伐り出され、若者たちが神木として担

いで町を練り歩き、諏訪神社本殿の四隅に立てられる。智頭が林業の町であることと、智頭

宿の中心性とを象徴する祭礼といえるだろう。

（３）芦津集落――広大な森林資源を有する林業集落

東山・沖ノ山の麓に位置し、智頭町内最大の山林面積を有するのが芦津集落である。智頭

町中央部西寄りを北流する土師川流域は、花崗岩地帯で、連続した谷底平野が形成されてい

る。これに対し、町東部は主に泥質片岩であるため谷は狭く、芦津はその中でも比較的まと
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まった平地を成す河岸段丘に集落を開いている。林業を生業とし、集落内の農地で米や野菜

を育てて自給自足の暮らしをおこなってきた。特に明治中期以降は育成林業やスギ苗生産

の拠点として、さらに沖ノ山森林鉄道の起点としても活況を呈した。

芦津集落は智頭町内でも最も谷奥に位置する。集落の中央部を縦断する道沿いに家屋が

集まり、山裾と川沿いには水田が開かれ、土砂災害や水害から家屋を守る緩衝地の役割を果

たしているかのような水田の配置が見られる。また、川の流れに沿って南東から北西に標高

を下げる中で、比較的緩勾配の所に家屋が、急勾配な所に水田が集まる傾向を見せている。

集落内には北股川から取水する水路が張り巡らされているが、取水口となる堰にはオーバ

ーフロー水を逃がす仕組みが施され、増水時に水路から水が溢れにくい構造となっている。

水路には年間を通じて水を流し、家ごとに「イトバ」と呼ばれる洗い場を設けている。豪雪

地であるため水路は融雪溝ともなり、イトバを家屋の中に取り込んだり、イトバに覆屋を設

けるところもある。

芦津集落には同姓の集団「カブ」が複数あり、それぞれのカブが小祠とともに籠り堂（集

会所）を有する。カブは鳥取県内各地でみられる慣習だが、各カブが籠り堂を有する事例は

ほかに知られていない。さらに、芦津では個人墓を基本とするが同姓の墓は特定の箇所に集

中する傾向にあり、カブの結束力の強さを表している。

（４）東山・沖ノ山――智頭林業の基盤を育てた森林

現在につづく智頭林業の発展は、明治期に大呂甚平が雪害にも強いスギ苗の育苗技術を

開発したことが画期となった。天然スギの老齢木から採った下枝を苗木にする方法で、その

技術は「赤挿法」、苗は「赤挿し苗」と呼ばれる。赤挿し苗の母樹となったのが、芦津東部

に広がる東山（標高１，３８８ｍ）と沖ノ山（標高１，３１８ｍ）のブナ林中にある樹齢１

００～１５０年生以上の天然スギ「沖ノ山スギ」である。その後、この苗から育った人工林

の優良木からも苗木が育てらるようになり、「青挿法」と呼ばれている。

東山・沖ノ山は岡山県・兵庫県との県境に位置し、山陰と山陽とを分ける中国山地の脊梁

部にあたる。両主峰から西に向かって千代川の支流である北股川が流れ、その北股川上流一

帯にブナクラス域のクロモジ－ブナ群落（多雪な山地に成立する落葉広葉樹の高木林）が発

達する。この渓谷にある三滝は古くから雨乞いの霊所として知られ、昭和２０年代まで山陽

方面からも大勢の参拝があった。

一帯は深山で木地師たちの活動の場であったが、近代の土地所有の再編を経て、現在は主

に芦津財産区所有林と国有林から構成されている。芦津財産区所有林では、明治中期以降、

芦津集落の人々により積極的に植林が進められ、育成林業を早くに導入した。大正期になる

と国有林事業の一環として沖ノ山森林鉄道が整備され、天然林資源の搬出に利用された。昭

和後期に林業が低迷してくると天然林の一部を県有林としたり、軌道跡の一部を遊歩道と

したりするなど、山林の多目的な利用を進めている。一方、国有林の一部は沖ノ山林木遺伝

資源保存林として、スギ、ブナ、ミズナラといった樹種の天然分布が保護されている。
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第３章 重要文化的景観の現状と課題

１ 統計資料から捉える現況と特徴

（１）人口

智頭町域には藩政期の村を母体とする４３の大字が存在し、川沿いに分布している。智頭

盆地の特に千代川沿いに多く集まる一方、東部の東山・沖ノ山山地での分布は疎であり、ま

た、面積も広い。このように、西部の盆地と東部の山地では集落分布の状況に差異が見られ

る。

図３－１には、智頭町の大字ごとの令和２年７月時点の人口を示した。大字の人口の平均

値が１５９人であるなかで、智頭宿は２，４３５人と智頭町の総人口の３分の１以上を占め

る。智頭宿は前述のように古代以来智頭町域の中心地域であり続け、現在では町役場が置か

れる中心市街地である。歴史的な中心地は千代川北岸であるが、南岸は智頭駅前を中心に近

代以降市街地化・宅地化されてきた。

智頭宿を除いた大字の人口平均は１０５人だが、３０～５０人程度の大字と１５０～２

００人程度の大字に二極化していることも読み取れる。人口１９９人の芦津は後者に属す

る。

図３－１ 各大字の人口
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（２） 田畑面積

図３－２には、大字ごとの田畑面積を示した。ここからは市瀬、南方、三田、埴師といっ

た千代川沿岸の大字での農地の広さが見て取れる。智頭盆地の谷底平野が農耕に適してい

ることを示している。また、こうした大字では田の割合も高く、水平面を利用した水田耕作

がなされていることがうかがえる。逆に、それ以外の大字では畑の割合が比較的高い。

智頭宿は４３の大字のなかでは中規模の２１ha を有するが、前掲の人口の多さと鑑みれ

ば１人あたりの農地は微小であり、農業従事者の少なさが想定できる。一方で芦津は、２６

ha の中規模の農地を有する。この値は自然基盤を共通する東山・沖ノ山山地の大字のなか

では比較的大きく、山間の上流部にありながらも開けた農地を有していると言える。

図３－２ 各大字の田畑面積
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（３）山林面積

図３－３には、山林面積の大きさを天然林・人工林の別とともに記した。広い面積を有す

る大字のなかでも、芦津は町域随一の豊富な森林資源を抱え、２，０３７ha の山林面積を

有する。一方で、広い農地面積を持つ千代川沿岸の大字では山林面積は小さい。このように

智頭町域の農村と山村の２つの生業スタイルがあることを示している。

また、智頭町域の人工林率は７８．６％に達する。この割合は令和元年度の鳥取県の人工

林率である５４．７％を大きく上回り、県内では日吉津村に次ぐ第２位となっている１）。日

吉津村の山林面積は智頭町の０．０３％程度で、その山林も海浜のマツ林が中心と考えられ

ることから、智頭町は実質的には県内一の林業地域であると言える。こうしたなかにあって、

芦津は森林面積の４３．８％が天然林として保たれており、未干渉の森林資源をなお蔵して

いる。

註

１）鳥取県ウェブページ「鳥取県林業統計」https://www.pref.tottori.lg.jp/100539.htm（最終閲覧

2020 年 11 月 20 日）

図３－３ 各大字の人工林と天然林
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２ 智頭宿エリアの現状と課題

（１）現状

智頭町の中心となる智頭宿には、かつて宿場町として栄えた頃の町屋や道標等が現在も

残る。智頭宿では、江戸時代の古材を活かし、大正時代の技術や意匠価値の高い和風建築の

「石谷家住宅」（国指定重要文化財）をはじめ、智頭産の大木を使用した重厚なつくりの「米

原家住宅」（国登録有形文化財）、明治２２年の智頭宿大火後に建てられた和風建築の「塩屋

出店」（国登録有形文化財）、カエデの紅葉が見事な装飾建築の「諏訪神社」など意匠的にも

技術的にも価値の高い歴史的景観資源が多い。

重要文化財であり、重要文化的景観の「重要な構成要素」ともされる石谷家住宅は、江戸

時代に大庄屋を努めた旧家で、約３，０００坪という広大な敷地面積に４０以上の部屋数を

持つ邸宅と素晴らしい景勝の日本庭園（石谷氏庭園、国登録記念物、県指定名勝）を有して

いる。また、敷地内にある７つの蔵のうち３つを公開しており、現在は展示室として活用す

るなど、本町の博物館・美術館的な役割も果たしている。平成１３年４月より住宅を一般公

開し、その年は５３，０００人の入館者を記録したが、その後平成１６年に４０，０００人

を切ると、入館者は年々減少し、令和２年は１０，０００人を下回った。石谷家住宅の入館

者数の減少は、智頭町の観光行政にも多大な影響を与えている。

図３－４ 石谷家住宅入館者数

古くから紅葉の名勝地として愛される諏訪神社では、６年に一度「諏訪神社の柱祭り」（県

指定無形民俗文化財）が開催される。柱祭りは、深山から切り出した四本の杉の神木をムカ

デと呼ぶ台座に載せて、数百名の若者が担いで町中を練り歩き、神社本殿の敷地の四隅に建

てるというものである。智頭宿が大火に見舞われた折りに火伏せを願い、古くから行われて

いた信州諏訪大社の「御柱祭」を勧請したと伝えられる。諏訪大社の信仰を伝え、地方にお

ける数少ない大規模で勇壮な祭りであるため、多くの方が来訪される。

このような歴史資源を観光に繋げるため、平成１２年以降、行政・住民が協働して、歴史

遺産・文化を活かしたまちづくりを行う「智頭宿まちづくり協議会」が結成された。しかし、

現在は休止状態であり、観光ボランティアガイドの人材が不足している。
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また、智頭宿周辺は、木材を利用し景観に配慮された標識を設置しているが、風雨にさら

され劣化も見られるようになってきた。この他、各団体による看板も設置されているところ

もある。

図３－５ 智頭宿観光マップ

図３－６ 智頭宿の人口動態 (上町、中町、下町）

人口（人） 世帯数

昭和 50 年 1,401 375

昭和 55 年 1,325 379

昭和 60 年 1,245 366

平成 2年 1,141 353

平成 7年 1,056 329

平成 12 年 943 310

平成 17 年 871 312

平成 22 年 820 307

平成 27 年 754 303

令和 2年 600 254
























